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教授のほかにD・E・リー ガY博士（ p ：，；ドン・スグー ルの行政学講師）が
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市Jという書名に背くものがあるように思われる。むしろ，中華人民共和
国の首都北京（人口も757万一昨年2月14日発表の『国連統計年鑑・’71年
版による。〕や人口実に1082万を算える（向上γ世界最大の都市上海等は，
必然的に参加を求められてよいであろう。これらの諸点に関しては，将来，
さらに第4版が発刊されるとすれば，その機会に完整を期待したい。なお，
些事のようであるが，前版に見られた各都市の写真が全部削除されてしま
ったことも，経済的理由によるものとはいえ，幾分か心残りである。
本書にはこのような欠点が存することは否定できないが，それらはすべ
て寝瑳というべきであろう。一昨年11月に東京で開催された「世界大都市
会議」にもうかがえるごとし現代の大都市問題は，国境を越えて論議せら
れ考究されねばならぬ重要課題である。大ロ YドY改革に参加し，これを
指導してなしとげた碩学の編述による本書は，この課題への挑戦に力を与
えてくれる，最も貴重な価値ある良書として推すに臨践するものではない。
「事1は農村をつくり給い，人は都市をつくった。」といわれる。現代の
大都市には，確かに余りにも人間臭い醜悪な側面も存在するが，ロプソ Y
教授が説くとおり， 「大都市には愛好し賞賛すべき多くのものがある。大
都市は，技芸や文学や科学の菌で人間が最高の成果を成就した原産地であ
り，自由と解放の力が湧出した源泉でもある。」 (127頁〕われわれも，ロ
プソ Y教授とともに， 「常に大都市を知り大都市を愛する者として，その
行政，政治および計画を改善し，もって市民生活の質的向上にあらゆる努
力を尽くしたいものである。」（同上〕
